
 
 
[ 2006/09/01 (金) 05:44 ] 
˂ 朝から待望の雨   有機だいず入荷 

雨が降ると草木が生き生きとするのは、それは空から降

ってくる間に空気中の窒素分を吸収するから、作物が元

気になるという話を無施肥栽培農家から聞いたことがあ

る。 
随分長い間雨が降らなかったので、恵みの雨となったよ

うだ、、、。 
今年最後の北海道産有機大豆が入荷してきた。これで昨

年農家と問屋さんから契約した分は全量引き取った。途

中スポットで余分に買った分があったが、いつもよりは

大目の在庫となっている。 
今年は天候に恵まれ、米も大豆も平年作以上と聞いているので、あと台風の被害がなければ原料的には安

定してくる年ではないかと思う、、、。 
 
 
[ 2006/09/02 (土) 08:16 
˂ はれ 全国みそ１～６月地区別出荷量 

雨が降ったので秋らしく涼しくなった、、、、。 
食料醸界新聞社から地区別の販売数量の記事が載ってい

た。 
(画像をクリックすると拡大して記事が読めます) 
ほぼ昨年と同じ数量での折り返しとなった。今後の秋需

でどれくらい伸びるか、新たな無添加商材、天然醸造、

有機みその伸びが注目される。 
福井県は小生産県だが実績は伸びているようだった。 

 
[ 2006/09/03 (日) 23:26 ]˂ はれ ガソリン １リットルの節約 

秋晴れのいい天気の一日だった。好天に恵まれてあちら

こちらで稲刈りが行われていた。そばを通るとプ～ンと

稲のにおいがした。 
 
ネットでバイオディーゼルのサイトを見て、将来はてん

ぷら油からトラックが走ったり、エタノールで自動車が

走る時代になるのでないかと思った。自分でもてんぷら

油から軽油が作れるそうで、排気ガスのにおいがてんぷ

らのいいにおいがすると書かれていた。今の自分にはち



ょっと無理かも知れないが、興味深いものがある。 
そんな影響も手伝って、ちょうど調べ物があったので鯖江の図書館に、自転車で行ってみた。約八キロぐ

らいの距離と見て、往復１６キロ。ガソリン１リットルほど使われなくなるので、二酸化炭素も排出しな

いと思い挑戦した。運動にもなるしね、、、。 
車で行くのと違いスピードのゆっくりなので、いつも通る道だけど新鮮さが感じられた、、、。 
武生の図書館も新しく建てられたようなので、今度利用してみようと思う。(写真は鯖江の図書館) 
 
 
[ 2006/09/04 (月) 03:05 ] ˂ はれ 架空請求のハガキ 
最近蚊が多くなった。夏の間晴天が続いている間はほとんどいなかったが、先日の雨で急に増えだしたよ

うだ。 
「司法処分通知書」というハガキが妻名義で届いた。 
未だ解決されていない案件に対して原告側が訴訟を起した。連絡なき場合に原告側の勝訴となり動産・不

動産の差し押さえが行われる。取り下げをしたければ 9月 6日までに連絡するようにという内容だった。 
以前にも同じような心当たりのない「ハガキ」が来たことがある。差出人の財務省指定機構ˈˈという実在
していそうなこの会社をグーグル検索してみた、、、。 
でてきたのは不正請求、架空請求の内容の物ばかりがズラーッとでてきて驚いた。 
法律のことなどは全く知らないけれど、そういえばなんとなく常識的に見ておかしいところがいくつかあ

った。 
会社の住所が東京都千代田区となっているのに、消印は新宿北となっていた。千代田区から新宿区までハ

ガキを運んで投函する人いるだろうか、、、？ 
未だ解決されていない案件と書いてあるが、はっきり書いてなくて何のことなのか分からない。訴訟を起

こすならはっきりと用件を書くはずだ。 
表の宛名はダイレクトメールなどに使われている、タックシールだった。きっと何かの名簿を見て手当た

り次第送っている感じ。 
ネットからの情報では、裁判所からの正式な文書は「特別送達」という封書で本人手渡し配達がされ、は

がきで訴訟が行われたことを通知することはない。  
債権回収業者を名乗っているらしいが、債権回収は「弁護士」か法務大臣の認可を受け正統な手続きを経

た業者だけが出来る行為のようだ。 
沢山のもらった方の体験談が書かれていた。別れた元ダンナのところに元妻名義ではがきが来て、そのや

り取りが書かれていたり、読んでみると面白かった。 
架空請求と知らない人がもらうと、びっくりして思わず騙されてしまう、卑怯な手口ですね、、、。 
 
 
[ 2006/09/05 (火) 22:51 ] ˂ はれ 大阪からお客様が来社 
大阪のＭ社さんから四人の皆様がお越しになられた。 
現在の在庫状況と来年以降の販売についての商談をさせていただいた。 



 
[ 2006/09/06 (水) 08:22 ] ˂ くもりのちあめ 事務所の片づけを、、、 

味噌が次から次へと売り切れになった。さといらずも今

月でなくなるだろう、、、。十一月ごろまでは、品切れの状

態が続く、、、。 
かねてから事務所の移動を考えていたが、今日少し片付

けようと思ってやりだしたら、夕方になっても終わらな

かった。 
昔の資料や懐かしい写真・書類が沢山出てきた。 
 
珍しいものとして、1977年に発表された、アメリカ上院

栄養委員会、ジョージマクガバン委員長が「米穀の食事改善目標」を発表。日本ＣＩ協会が和訳し会員に

配布したものが出てきた。コピーじゃなくて原本。 
最初は英語版で配布された。何が書いてあるかわからず教養の低さを痛感しながら捨てたのを覚えている。

その後この日本語版が送られてきた。 
砂糖と過度の肉食は有害 
精白しない穀物と野菜を増やせ 
３０年前にこのレポートが発表され、今日の海外での和食ブームの発端となったのでないかと思う、、、。 
この時分は桜沢思想にものすごく惹きつけられていた時代だった。(画像をクリックすると大きくなります) 
 
 [ 2006/09/07 (木) 04:24 ] ˂ あめ 東京からお客様が、、そして京都に出張 

東京のＮ社のバイヤーがお越しになられた。今年のお歳

暮の商品に弊社の有機みそがご採用になり、カタログに

載せる写真を御取りにおみえになられた。 
原料の出麹から、大豆の雷砕、塩と混ぜる仕込み風景を

ご覧になられた。この日は有機玄米味噌の仕込だった。 
 
写真は、麹が出来て仕込みの混合機の中に入るときの模

様。 
 

お帰りになられた後、京都に出張に行った。 
帰ってきたのは夜中だった、、、。 
 
[ 2006/09/08 (金) 23:51 ] ˂ はれ そば畑 

稲刈りも好天に恵まれて順調に進んでいるようだ。ほと

んどがハナエチゼンとコシヒカリなので、まもなく田ん

ぼには実りの稲の姿は見えなくなってしまう。 
 
武生の卸売市場の隣のそば畑のそばが、大きくなってい

た。 
茎は赤っぽい、もうすぐするときれいな白いそばの花が

一面に咲き誇る。 



米が余っているので転作作物としてこの界隈では盛んに栽培されているようだ。 
そばにはルチンが含まれているそうで、体にいい。 
福井県も日本海の新鮮なお魚・カニ、そしてコシヒカリや、そばのおいしい物が取れる、海の幸、山の幸

に恵まれたいいところだ。 
 
[ 2006/09/09 (土) 07:12 ] ˂ はれ 米寿 

 私の叔母さんの家の舅さんが米寿を迎え、お祝いのお餅
を頂いた。 
ちょうど北海道行きの準備で多忙中だったので、父親と

Ｓおじさんと二人でうちの親戚中にお餅の配達を行った。 
朝方チラッと大きな「米寿」と赤い文字で書かれた立派

なお餅を見たが、写真をあとで撮っておこうと思ってい

たら、妻が切ってしまって、気がついたときには、フラ

イパンの中だった、、、(汗 
もう少しで焼きあがってしまうところだった、、、(笑 

この餅を頂くと長寿にあやかれるといわれている。ゴチになります。 
 
[ 2006/09/10 (日) 08:26 ] ˂ くもり後雨 北海道出張の準備 
いよいよ明日から三日間北海道に出張だ。毎年この時期にお取引先の有機農家を訪問している。今年は社

員のＵさんと一緒に行くことにした。 
表敬訪問とおもに大豆と米の今年の数量・単価の打ち合わせも行う。 
小松空港から千歳について札幌、岩見沢、旭川、当麻、北見と行き、帰路は女満別空港から名古屋まで飛

行機。名古屋からＪＲで武生に戻ってくる。 
途中の日記はパソコンは持参せず携帯から書くことにした。北海道の天気もよさそうだ、、、。 
 
2006/09/11 (月) 05:39 ] ˂ くもり 北海道出張 一日目 

 
小松から新千歳に着いたら、天高く馬肥ゆる秋のさわや

かな気候だった。 
札幌に出て岩見沢まで各駅停車でいった。JA新篠津の伊
藤部長様がお迎えにこられて農協に行った。 
すでに生産者の方はお集まりになられておらえた。一年

ぶりにお会いしたが皆さんお元気そうだった。 
量も単価も昨年同様だったが、来年からは助成金が変わ

るので価格のほうはどのようになるのか現時点では分か

らないようだ。 
会議の後、皆さんの圃場を見学させていただいた。 
夜は新篠津温泉で懇親会が行われた。ザンギという料理が出された。から揚げだった。鳥のから揚げにし

ては小さいと思ったが、中身はなんと蛸だった。また室蘭では焼き鳥というと豚肉らしく、内地では長ネ

ギが串に刺してあるが、こちらでは「たまねぎ」がくしに刺してあるらしい、、。 
車で 30分で海までいけるので、新篠津は海の幸山の幸に恵まれたおいしいものが豊富なところと思った、、。 
(写真は早川さんの有機大豆トヨムスメの圃場) 



 
[ 2006/09/11 (月) 18:02 ] ˂ はれ 「にお」の機械 

会議の席上で大豆の乾燥の話がでてきた。 
よく「にお」って北海道で聞くけれど仕組みはどうなっ

ているのか質問した。ようは大豆を刈り取ってパレット

に穂先を真ん中に向けて積みあげ、雨よけのシートを上

にかけて風で乾燥させる北海道独特の「天日干し」のや

りかだった。 
またいつもひらがなかカタカナでしか活字には載ってな

いけれど、漢字はどんな字なのか質問した。みんな知ら

なかったが、伊藤部長の説によれば、「荷負」と書くらし

い。 
ちょうど岡崎さんの所ににお積みの機械を買ったらしいので、みんなで見に行った。 
バインダーで借り倒した大豆を、トラクターでこの機械を牽引して救い上げ、後ろの回転しているパレッ

トに積み上げて最後はクレーンで畑に下ろスことが出来る優れものの機械だった。なるほどこれは便

利、、、！腰を曲げて積み上げる作業をしなくていい、、、。 
現在は汎用コンバインで一気に刈り取るけれど、欠点は天候に左右されやすくヘタすると霜が来てしまっ

て無理して刈り取ったりまたは刈り取り出来なかったり、、、大豆も草も一緒に刈り取るので豆が汚れたり

するけれど、にお積みの場合には、多少天気が悪くても作業が出来るので確実に収穫できる。天日乾燥で

ゆっくりノンビリ乾かすので豆にしわがよったり汚粒などは発生しない。 
農舎の隣にはヤンマーのバリバリの１00馬力のクローラートラクターが鎮座していた。後ろには白い農機
で有名な真新しいスガノの四連のプラウがついていた。思わず見とれてしまった、、、。 
春四月に雪がとけこの牽引力のある大型トラクターでプラウがけをすると次々と見事にきれいに土が反転

していく。春先だから反転した土から湯気が上がるらしい。 
そのあとソイルプラウでもって畑を起こしロータリーで耕して、シーダーを装着して播種を始める。その

あと除草剤を全く使わないので、除草作業を 20回以上行うようだ。 
そして実りの秋ににお積みして有機大豆はやっと出来上がる。慣行栽培からすると何倍もの手がかかるの

が分かった、、、。大変なご苦労の元に収穫できるものだということがまた理解できた。 
この後早川さんの大豆畑、田んぼ、岡さんところの有機米の圃場、冨樫さんの大豆と米の圃場を見学させ

ていただいた） 
(写真の左から岡崎さんと早川さん、藤永さん) 
 
[ 2006/09/12 (火) 18:02 ] ˂ 旭川は秋晴れ 当麻グリーンライフさん 

新篠津温泉を予定よりも早く出て旭川に向かった。石北

線の当麻駅に行こうとしたが、、、なんと電車がない、、(汗 
ローカル線なので本数が少なく次の電車まで二時間ほど

待たなければならない。結局タクシーで行った。4500円
ほどかかった。 
瀬川社長さんと久し振りに会った。当麻さんとは神戸の

Ｓ産業さんを通じて有機大豆を分けていただいている。

社長さんは大変お元気そうで最近では農業部門から有機

ＪＡＳの加工部門にも進出なされ、有機トマトジュース




